
食
で
困
っ
て
い
る
人
を
支
援

　

パ
ッ
ケ
ー
ジ
不
良
や
形
状
が
規
格
外

な
ど
の
理
由
で
、
品
質
に
は
問
題
が
な

い
の
に
売
り
物
に
な
ら
な
い
食
品
を
集

め
、
食
料
支
援
を
必
要
と
す
る
人
や
福

祉
団
体
な
ど
へ
配
布
す
る
フ
ー
ド
バ
ン

ク
活
動
。
本
市
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
松

会
に
委
託
し
て
こ
の
事
業
を
実
施
し
ま

す
。
日
々
の
食
事
を
取
る
こ
と
が
困
難

な
状
況
の
人
を
３
カ
月
間
支
援
。
市

役
所
１
階
社
会
福
祉
課
内
に
設
置
さ

れ
た
「
ま
え
ば
し
生
活
自
立
相
談
セ
ン

タ
ー
」
で
、
食
料
支
援
の
相
談
や
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
。

　

支
援
の
対
象
者
は
、
経
済
的
に
困
窮

し
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
定
め

る
自
立
相
談
支
援
機
関
で
、
自
立
に
向

け
た
支
援
の
必
要
性
を
認
め
ら
れ
た

人
。
申
請
後
、
市
が
支
援
を
決
定
し
た

人
は
、
大
手
町
二
丁
目
の
フ
ー
ド
バ
ン

ク
ま
え
ば
し
事
務
所
で
直
接
受
け
取
る

か
、
配
布
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
自
宅
に
配

達
。
世
帯
の
人
数
に
応
じ
て
、
１
週
間

か
ら
２
週
間
分
の
食
料
を
支
援
し
ま
す
。

　

自
宅
で
余
っ
て
い
る
イ
ン
ス
タ
ン
ト

食
品
や
缶
詰
な
ど
の
寄
付
を
受
け
付
け

ま
す
。対
象
に
な
る
食
品
が
あ
っ
た
ら
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
ま
え
ば
し
事
務
所
へ
直

接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
食
品
＝
米
、
菓
子
、
乾
麺
、
ジ
ュ

ー
ス
や
お
茶
な
ど
の
飲
料
、
レ
ト
ル
ト

食
品
、
カ
ッ
プ
麺
、
調
味
料
、
食
用
油
、

缶
詰
な
ど
の
保
存
食
品
、
そ
の
他
常
温

で
保
存
可
能
な
食
品
（
賞
味
期
限
が
１

カ
月
以
上
残
っ
て
い
る
物
。
肉
や
魚
な

ど
の
生
鮮
食
品
を
除
く
）

　

同
事
務
所

☎
０
２
７
‐
２
２
６
‐
１
５
９
１

助け合いの輪、広がります

まえばしフードバンクが始動

 まえばし生活自立相談センター ☎０２７‐８９８‐６８９０

　６月から、生活困窮者への食のセーフティーネットを整備する
「まえばしフードバンク事業」を開始します。
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保健指導室 ☎027-220-5715
後期高齢者人間ドックについては国民健康保険課 ☎027-898-6253

人間ドック助成を追加募集

　国民健康保険（国保）や後期高齢者の人間ドック健診費の一部助成を追加受け
付けします。詳しくは問い合わせるか、本市ホームページをご覧ください。
対象＝次の全てを満たす人。❶30歳以上の国保・後期高齢者医療加入者❷国
保税・後期保険料を完納している❸受診シールを使って特定健診・後期高齢
者健診を受けない
６月５日㈪～12月28日㈭、午前９時～午後４時に保険証を用意して前橋保
健センターへ直接

　消防局予防課 ☎027‐220‐4507

火災警報器を出張取り付け

　消防局では、県建築工事連絡協議会と協働で、高齢者
や障害者世帯を対象に住宅用火災警報器の出張取り付け
を実施。機器代（2,000円）のみの負担で、取り付け費用
は無料です。対象は65歳以上か障害者（身体１級・２級、
療育Ａ、精神１級）のみの世帯、先着50世帯。消防局予
防課や各消防署・分署で配布する申し込み用紙に記入

し、６月12日㈪から各配布場所へ。申し込み用紙は本市
ホームページからダウンロードもできます。
　また、住宅用火災警報器を自ら購入しても、取り付け
が困難な人には、消防職員が無料で取り付け支援も行っ
ています。消防局予防課、各消防署・分署へ問い合わせ
てください。

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
運
動
に
協
力
を

特集02

災
害
が
起
き
る
の
は
明
日
か
も

も
し
も
の
た
め
に
今
、
確
認
を

危
機
管
理
室 

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
９
３
５

　

ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
で
利
根
川
や
桃
ノ

木
川
な
ど
の
河
川
が
氾
濫
し
た
と
き
、

ど
の
よ
う
な
被
害
と
な
る
か
知
っ
て
い

ま
す
か
。
地
域
や
通
勤
・
通
学
路
に
危

険
箇
所
が
な
い
か
、
事
前
に
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

●
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
と
き
は

　

災
害
発
生
前
に
自
分
の
身
を
守
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
本
市
で
は
、
防
災
行

政
無
線
や
防
災
ラ
ジ
オ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
情
報
提
供
。
気
象
予
報
や
避

難
情
報
な
ど
を
把
握
し
、
早
め
に
行
動 

が
と
れ
る
よ
う
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
地
震
へ
の
備
え
も

　

昨
年
は
熊
本
県
や
鳥
取
県
で
の
大
地

震
で
多
く
の
死
傷
者
が
発
生
し
ま
し
た
。

県
内
に
も
地
震
が
起
こ
り
得
る
断
層
が

存
在
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
け
が
を

し
た
２
人
に
１
人
が
家
具
類
の
転
倒
・ 

落
下
に
よ
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

家
具
の
転
倒
防
止
や
備
蓄
の
備
え
を
し

ま
し
ょ
う
。

●
防
災
備
蓄
も
忘
れ
ず
に

　

災
害
時
用
の
備
蓄
は
、
一
人
当
た
り

３
日
分
の
食
料
な
ど
が
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
市
で
は
、
指
定
避
難
所
と

な
る
全
て
の
小
中
学
校
に
防
災
倉
庫
を

設
置
。
食
料
や
毛
布
な
ど
の
災
害
用
支

援
物
資
の
備
蓄
を
計
画
的
に
進
め
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
災
害
時
に
は
市
で
行
っ
て

い
る
備
蓄
で
十
分
に
対
応
で
き
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
各
家
庭
で
の
備
蓄
も
計

画
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
備
蓄
し
て
お

く
と
良
い
物
品
は
、
３
日
分
の
飲
料
水

や
非
常
食
の
他
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
、
マ
ッ
チ
、
ろ
う
そ
く
、
カ
セ
ッ
ト

こ
ん
ろ
な
ど
。
飲
料
水
と
は
別
に
ト
イ

レ
を
流
す
な
ど
の
生
活
用
水
も
必
要
で

す
。
ま
た
、
救
急
用
品
や
常
備
薬
、
衣

類
、
懐
中
電
灯
な
ど
の
生
活
に
必
要
な

物
品
を
入
れ
た
非
常
持
ち
出
し
バ
ッ
グ

の
準
備
も
忘
れ
ず
に
。
定
期
的
に
使
用

期
限
な
ど
を
確
認
し
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

危機管理室　今村 伸一

日頃からの備えが
あなたの身を守ります。
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